
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、管内町村教育委員会訪問でお願いしたことです。内容についての御質問・御相談は各担当まで御連絡ください。 

 

 

 

 

 

「学び続けることの強さ」  吾妻教育事務所長   萩原 聖徳 
 
 理科の教員を目指していた学生の頃の話です。教授の学会発表に同行し、宿泊地の居酒屋で

夕食の時、「萩原、理科の教育は啓蒙であってはならない。よく覚えとけ。」と言われました。

納得した顔をしつつよく分からなかった私は後に調べ、決まった法則を教え込む方法は駄目で、

自ら探究し学び続ける学習でないと理科という自然事象を解き明かす分野に進展はない、担い

手が育たないという使命感のようなイメージを抱き過ごしてきました。ところが、その「自分

から学び続ける」という進行形の言葉の意味が今、自分の中で広がりつつあります。 
 
「将来の変化を予測することが困難な時代」というフレーズの通りコロナ禍の止まぬ中、加速するグローバル

化や情報化による社会の変化は暮らしに大きな影響を与えています。大企業はネット上の仮想の空間に人々を引

き込み、人工知能は人に代わって仕事をしつつあります。この流れの勢いが教育界にも入り、提供される情報の

多さに真に大切なことを見失いそうです。子供たちもＩＣＴの発展、ネット上の自己有用感や人とのつながりの

功罪、職業観の変化など、多大な影響を受けています。 
 
子供たちには、どんな状況でも切り拓いて生きていく力を育むために学習指導要領に基づいた教育活動が展開

され、力を獲得させるために信頼感に裏付けられた個別の支援が必要とされています。しかし、環境や社会の多

様な変化により、これまで実績をあげていた定番となる教育の方法のみでは太刀打ちできません。このような中

で必要なのは臨機応変、常に最前線で状況を読み、最適な方法を模索し続けることではないでしょうか。教育に

携わる我々が「学び続けること」、それが多様な変化への力強い対応策になると感じています。 
 
本年度、吾妻教育事務所は各係が担当する分野で関係する皆様に寄り添わせていただき、現状を丁寧に把握し

て試行錯誤しながらよりよい方法を求めて業務を進めていきたいと考えています。一緒に学ばせていただきたく

思います。よろしくお願いいたします。 
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【学校教育係より】 

【１人１台端末のよさを実感できるＩＣＴの活用】 

1つの機能を活用して職員みんなで使いましょう。 

例）意見集約は、一覧表示できる機能で全体共有する 

 

ＩＣＴについての疑問・課題解決には･･･ 

「ＩＣＴ情報交換ルーム」(Google クラスルーム)「教育 DX

推進コーディネーター」のご活用を。 

【全教職員による校内研修の充実】 
 授業改善の好循環をつくりましょう。 

 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 熊川 神戸 

【「主体的・対話的で深い学び」を実現する 
授業づくりと学習過程の充実】 

 

児童生徒主体の授業を実現しましょう。 

「十分に考える」「活動する」授業が重要です。 

「学校・園経営の重点」についてのお願いです。 

１［確かな学力の育成］ 
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【生涯の健康・保持増進に向けた家庭と連携した 
「体力の向上」と「望ましい食習慣」の定着】 

 
＜体力向上プラン＞＜学校における生活習慣病予防対策基本方針＞を活
用した推進が重要です。 

【主体的に健康的な生活を送ろうとする意欲を育む授業の工夫】 

 ＜運動好きを育てる授業＞ 
どの子も「楽しい！」「やってみたい！」授業 

＜自分や家族の健康を考える授業＞ 
学んだ知識を日常生活で実践できる授業 

【自立活動についての理解と 

全職員による組織的体制づくり】 
＜自立活動実施上のポイント＞ 
●教科の補充ではない 
●特別支援学級と通級指導教室の指導領域 
●学習指導要領自立活動編 6区分 27項目の
指導内容 

【通常学級における特別な配慮を要する 

児童生徒への指導・支援の工夫】 

 ●
教
員
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●
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用 

●
習
熟
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫 

【児童生徒理解に基づく成長を促す生徒指導】 

組織的な指導・支援体制の充実が重要です。 

＜ポイント＞ 
●多面的・総合的な児童生徒理解 
その子の「よさ」「個別の事情」を全体で共有。 

 
●指導や支援での役割分担の明確化 
組織全体で行い、必要に応じて、SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)や
SSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)、福祉部局等との連携。 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 

堀込 生田 

神戸 栁田 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 神邉 熊川 

２ ［ 豊 か な 人 間 性 の 育 成 ］ 

【生徒指導の３つの機能を生かした 

日常的な教科・学級経営の充実】 
 

子供が「毎日登校したい！」と思う魅力ある学

級・学校づくりが重要です。 

３ ［ 健 や か な 体 の 育 成 ］ 

４ ［ 特 別 支 援 教 育 ］ 
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【保育の質を高めるための園内研修の充実】 
 
＜ポイント＞ 

●教職員が主体的に参加できること 

●教職員の多様な意見を反映すること 

 

付箋紙を利用した｢思考ツール｣が有効！ 

・研修への参加しやすさ 

・意見の可視化、整理、協議の焦点化に効果的 

【伝え合うことのよさや楽しさを実感できる 
環境構成や援助の工夫】 

 
＜ポイント＞ 
・幼児が、多様な体験を重ね、思いを伝える楽しさを実感で
きる。 

・保育者が、思いをつないだり、共感したりして伝え合いを
活性化する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【生涯学習係より】「地域の教育力の向上」について、2 点を取組の重点としてお伝えします。 

【一体的推進に向けた支援】 
 
①体制整備に向けた訪問型支援 

（主に教育委員会事務局を対象） 

●設置に向けた組織や体制づくり 
 
②園・学校・地域に向けた研修会開催支援 

（主に園学校職員、地域住民、社会教育団体を対

象） 

●研修会や説明会を開催 
 
御要望により、社会教育主事が説明会や研修会

を行います。御希望の際はお問合わせください。 

吾妻郡内でも学校運営協議会（コミュニティ・ス

クール）の設置に向けた取組が進んでいます。 

各町村の実情やニーズを把握し、地域学校協

働活動との連携が有意義で効率的になるよう、体

制の整備を支援してまいります。 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 

私
が
担
当
し
ま
す
！ 

神邉 神戸 

鳥塚 長井 

５ ［ 幼 児 教 育 ］ 

１［地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの 

一体的推進及び伴走支援］ 



それぞれの仕組みについては、以下をご覧ください。   
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【風通しのよい学校をつくりましょう】 ～学校におけるハラスメントの防止に向けて～  

“パワハラ？”“セクハラ？”“体罰？”・・・気になったら御相談ください。 

（ハラスメント相談専用受付）０２７－２２６－４３５０ 

（ 総 務 課 ）     ０２７－２２６－４５２１ 

（学校人事課義務教育人事係）０２７－２２６－４５９４ 

【受付時間 月～金曜日８：３０～１７：１５（祝日・年末年始休日除）】 

【家庭教育支援チームの設立支援】 

各町村がすでに実施している家庭教育支援を目的と

した活動を「家庭教育支援チーム」として設立する支

援をします。 

 

＜家庭教育支援チーム＞※左図参照 

・子育てに対する多様な人材、専門家で構成 

・支援の必要な家庭へ、より専門的な支援を 

 幅広く、切れ目のない提供を目指す 

・文部科学省へチーム登録でき、情報提供を 

受けることができる 

 

詳しくは、お問い合わせください。 

お問い合せ・御相談は 吾妻教育事務所 までお願いします。 

ＴＥＬ０２７９－７５－３３７０(代)  E-mail agakyou@pref.gunma.lg.jp 

【「ぐんまの親の学びプログラム」の 
普及啓発】 

 

ＰＴＡ行事や保護者会等、御希望の内容と時

間に応じて実施します。進行役は、事務所社教

主事が行えますので、御希望の際はお問合わ

せください。 

２ ［ 家 庭 教 育 支 援 の 充 実 ］ 

 お知らせ 

連絡は右記の 

群馬県教育委員会 

相談窓口へ 


